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２０２３.１２月

さっぽろランタンフェス２０２３
事業実績報告書



さっぽろランタンフェス２０２３

目的達成のため

１．中島公園での夜間観光事業の実施

２. 他団体との協業やチャレンジによる事業の拡大

３. ＳＤＧｓを推奨した取り組みと自然との共生事業の
実現

４．札幌YEG全員参加型の事業構築

以上の取組を目標に掲げました。

目的

札幌市が策定した「第２次都心まちづくり計画」に基づき、「にぎわい軸」の更なる
魅力創造を行います。

札幌の中心部に位置し老若男女問わず人が行きかう文化・芸術発信基地中島公園を利
用し、これまでの夜間観光事業の更なる事業拡大による札幌ブランドの強化を行い
ます。

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を推奨と同時に、自然との共生を意識したイベント
を行います。

札幌ＹＥＧ全参加型事業構築による男女共同の一体事業の実現を行うと共に、様々な
団体・組織との協業によって魅力発信の輪を広げ、多くの市民や団体に札幌の新しい
価値創造の意識の醸造を行います。



２０２３年度事業内容

●事業名／さっぽろランタンフェス２０２３
●日 程／２０２３年９月１６日(土)１３：００～２０：００

１３：００ キッチンカー出店開始
１３：４５ ドローンサッカー、ワークショップの開催
１５：００ ＬＥＤランタン受付開始
１６：４５ 打上げ会場オープニングイベント開始

大道芸人によるバルーンアートや手品など
１７：１５ よさこい演舞
１７：４５ 上杉 周大氏、和田 哲氏によるトークショー
１８：４５ ＬＥＤランタン打上げ
１９：１５ イベント終了

●会場／札幌中島公園

●動員数／ ８,１００人

中島公園内での夜間観光事業の実施

札幌市が２０１６年５月に策定した「第２次都市まちづくり計画」において、都心まちづくりの骨格
軸である「にぎわいの軸」の強化に取り組むことを掲げており、南端に位置する重量な歴史資料である
中島公園には、都心部で大規模なみどりを有した憩いの場であるとともに豊平川の分流としての形を
鴨々川、豊平館、八窓庵、由緒ある寺社、その他にも多くの歴史資料が見られます。
また、コンサートホールＫｉｔａｒａやこども人形劇場こぐま座など文化施設の立地が見られるととも
に、全国で有数の歓楽街であるすすきのに接し、多くの人が行きかう札幌の窓口である札幌駅から流れ
る終着点となっています。
このように中島公園の周辺は札幌都心において、にぎわいのみではなく札幌の四季や文化芸術に触れる
こともできる非常に重要かつ貴重な地域となっているため、２０２３年事業においても中島公園を事業
場所として選定しました。

札幌市



他団体との協業やチャレンジによる事業拡の拡大

●ＮｏＭａｐｓ

ＮｏＭａｐｓとは・・２０１６年にスタートし刺激を
受けられるおもしろいプラットフォームとしての立ち
位置で、２０１９年には５日間の会期に２３，６１１人
を動員しています。会期中は新しい技術を使って挑戦して
いる人やコトが札幌に集まり、そこから刺激を受け何か
に挑戦したいと思っている人たちの横の繋がりも作られ
ています。クリプトン・フューチャー・メディア㈱など
が牽引し新しい技術や価値、社会的課題を解決するベー
スキャンプとなっている団体です。

札幌中心部でデジタルテクノロジー、エンターテインメント
などのイベントを同時多発的に様々な事業を展開し、
札幌本来の明るさと賑わいを取り戻します。札幌で活躍
する他団体と協同することでそれぞれの特徴ある事業が
「点」から「面」へと広がり、相乗効果により大きな
賑わいを創出することが可能になります。

【ＮｏＭａｐｓとの連携内容】

●株式会社レンタコム北海道

「新しいデジタルスポーツを札幌で普及させたい」「多くの人にこのスポーツに触れて頂きたい」
そんなご要望を頂き株式会社レンタコム北海道様と協業し、ランタンフェス当日に日中でも老若男女が
楽しめるイベントとしてドローンサッカーを開催しました。

札幌ＹＥＧとしてはランタン打上げ以外にも来場者に楽しんでもらえるようなコンテンツの充足、
株式会社レンタコム北海道としては、ランタンフェスの来場者に対する新しいデジタルスポーツの広報
という面で多くの協業によるメリットが創出されました。

ドローンサッカーとは・・
２０１６年韓国で始まった、サッカー、ドローンレース、ｅスポーツ、格闘技の要素を併せ持つ、
スポーツエンターテイメントです。
１０台の光るドローンがコートを激しく動き、ぶつかり合いながらゴールを目指すｅスポーツ
とはひと味違った、エキサイティングかつスリリングな臨場感を味わうことができるスポーツ
です。



他団体との協業やチャレンジによる事業拡の拡大

●学校法人 北海道科学大学

地域の学校が持っている技術や人のリソースをランタンフェスで発表する場として、当日に子供と親
御さんが共同で参加できるサンキャッチャーの制作体験を実施しました。
また、ＬＥＤ基板を利用したデジタルアートの制作を行い、中島公園内に展示スペースを設け、夜間で
の事業終了時の通路照明としての安全対策及び光の演出を行いました。
大学で普段どのような研究を行っているのかを市民や観光客に周知する一つのきっかけになり、日中

でも楽しめるコンテンツの一つとして寄与しました。

ＬＥＤ基板で装飾したデジタルアート事前制作

事前に子供と親御さんが共同で参加できるＬＥＤワークショップの制作体験を開催し、自分で制作
した物が展示されるわくわく感も事前演出の一貫として実施しました。

●札幌パークホテル・プレミアホテル中島公園札幌

中島公園周辺のホテルと連携し、ランタンフェス特別宿泊プランを造成し、ランタン打ち上げ体験
付きの特別プランなどのオリジナル商品の販売により、旅行の目的地としての来札を促進しました。

事前・当日ワークショップともにアルバイトには学生が参加し、教育機関や学生がイベントを通じて
新たに社会と触れることで、未来の札幌を考える機会創出の場を提供しました。



他団体との協業やチャレンジによる事業拡の拡大

●よさこい演舞 新琴似天舞龍神・北昴

札幌の初夏一大イベントであるよさこいをイベント当日のオープニングイベントとし、打上げ会場と
なった中島公園自由広場内の盛り上がりを図りました。
演舞グループとして２０２３年準ＹＯＳＡＫＯＩソーラン大賞の新琴似天舞龍神と優秀賞の北昴に

参加して頂き、お客さんとの一体感が生まれました。

●事業計画全体図

札幌YEG全員参加型の事業構築

札幌ＹＥＧ全員参加型の事業構築及び事業拡大を目的に２０２３年度は中島公園内自由広場内での
ＬＥＤランタン打上げのみならず、中島公園広範囲に渡り事業の構築を行いました。
また、全員の参加を促すため、イベント当日の計画を念入りに行い、役割分担を明確にすることで、
責任感や意識づけを行うとともに更なる交流を図るため男女平等に振分けを行いました。



札幌YEG全員参加型の事業構築

●事業全体役割分担表

札幌ＹＥＧ会員全体のタイムテーブルを作成し、
いつ誰がどこで何をするのかを明確にし、
各担当者に当事者意識を持たせるように努めました。

●各エリア毎の計画書作成

設営準備マニュアル ドローンサッカー
サンキャッチャー

警備･誘導マニュアル ランタン制作･保管マニュアル

ランタン制作マニュアル



札幌YEG全員参加型の事業構築

●受付エリア計画書

受付人員配置マニュアル

ＬＥＤランタン購入画面

注文確認メール

受付当日のオペレーションを簡略化することを目的
に事前決済によるＬＥＤランタン販売のみとし、当日
来客されたお客さんの確認方法としては、パソコン
を利用し、顧客管理を実施しました。顧客管理リスト

パソコンによる照合マニュアル

受付及びキッチンカー配置図

受付人流マニュアル



全体統括責任者

委員 委員 委員委員 委員 委員 委員

受付Gr

統括責任者

本部運営Gr

統括責任者

装飾Gr

統括責任者

ランタンGr

統括責任者

自由広場運営Gr

統括責任者

撮影Gr

統括責任者

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟGr

統括責任者

子供育成会
連合会

北海道科学
大学学生

札幌商工会議所
付属専門学校

学生

札幌YEG全員参加型の事業構築

２０２３年度事業の組織体制は従来に比べＧｒをより細分化し、細かなサービスの提供及び各担当Ｇｒ
に対しての責任感を構築することを目的に組織づくりを行いました。
各Ｇｒには必ず1名以上配置されており、更なる交流を図ることも一つの目的としています。
また、各Ｇｒの統括責任者（枠部）にはインカムを用意し、横との繋がりを強化することにより突発的に
生じる問題にも柔軟に対応することもできました。

●さっぽろランタンフェス２０２３組織体制

※略式版

２０２３年度事業内容①～さっぽろランタンフェス２０２３

●キッチンカー出店会場（中島公園内）

中島公園敷地内でキッチンカーを６台出店し、
利用人数８２０人を記録しました。



２０２３年度事業内容②～さっぽろランタンフェス２０２３

●会場内装飾（中島公園自由広場横）

(学)北海道科学大学と提携し、事前制作を行
ったLED基板のデジタルアートを札幌商工会議所
付属専門学校の生徒さん３０名、（公社）札幌
市子ども会育成連合会の子供たち２３名、(学)
北海道科学大学生徒さん２０名と協力し、展示
しました。

●会場装飾（中島公園内通路）

レーザーイルミネーション及びアッパーライトにて光の演出をすることにより、安全通路を設け、
イベント終了後にも楽しめる演出を行いました。



２０２３年度事業内容③～さっぽろランタンフェス２０２３

●ランタン引き渡し会場

●ドローンサッカー（中島体育センター内）



２０２３年度事業内容④～さっぽろランタンフェス２０２３

●受付会場

●サンキャッチャー（中島体育センター内）

●ステージイベント（中島公園自由広場）

バルーンアーティスト 大道芸人



２０２３年度事業内容⑤～さっぽろランタンフェス２０２３

よさこい演舞：新琴似天舞龍神よさこい演舞：北昴

●上杉周大氏・和田哲氏のトークショー

●ステージイベント（中島公園自由広場）

●ＬＥＤランタン打上げ（中島公園自由広場）

ムービングライトを会場中央に設置し、
光と音楽の演出により、会場の雰囲気を
高めました。

ステージイベントについては、過去から学ぶ
未来の札幌をテーマに内容を構成しました。
また、開催地である中島公園の歴史やよさこ
いを通じて札幌の文化に触れることができる
演出にとしています。



●ＬＥＤランタン打上げ（中島公園自由広場）

２０２３年度事業内容⑥～さっぽろランタンフェス２０２３

フォトコンテスト大賞受賞作品

●フォトコンテストの実施
イベント終了後、フォトコンテストを実施し、延べ１５０名の方に参加頂き、札幌ＹＥＧ全員で厳正

な審査のもと大賞１名・優秀賞２名を選出させて頂きました。

フォトコンテスト大賞受賞作品

フォトコンテスト大賞受賞作品



●ＹｏｕＴｕｂｅＬＩＶＥ配信

２０２３年度事業内容⑦～さっぽろランタンフェス２０２３

２０１９年度動員数：３,５００名
２０２２年度動員数：７,０００名
２０２３年度動員数：８,１００名

他団体との協業や様々な挑戦による成果
として動員数が年々増加していきました。

光を軸としたイベントの動員数の推移について

ＬＥＤランタン打上げ当日は、打ち上げの様子をＹｏｕＴｕｂｅ
にてＬＩＶＥ配信することにより、会場に足を運べない方々や全国に
向けて札幌のまちの魅力を訴求するきっかけを作りました。
同時視聴者数は２１６名・視聴回数も７４９回となり、会場以外

でも多くの人に楽しんで頂けました。
また、イベント終了時でもＬＩＶＥ配信の動画は閲覧可能なため、
１１月３０日現在の視聴者数は２,５１６回となっています。



ＳＤＧｓを推奨した取り組みと自然との共生事業の実現

●循環型社会への取り組み
子どもたちに持続可能な社会を提供すること、札幌市が掲げる循環型社会の実現に寄与することを

目的とし、燃料電池自動車ミライを使い会場内の一部電源を補うことでＣＯ２削減を行いました。
循環型社会の実現には、今夏の札幌平均気温からも分かる通り、温暖化対策として「札幌の未来を光輝く」
ものにする為に早急に取り組まなければいけない喫緊の課題でありその事実を来場者へ啓蒙しました。

●ＬＥＤランタンについて
ランタンとはタイや台湾のお祭りで使用される小さな熱気球です。

今回使用したＬＥＤランタンは、『火』を『ＬＥＤ』に変え、安全且つ石油ランプ等

を使用する場合の騒音や大気汚染を削減します。

これにより、自然環境の静けさを保ち、大気品質を向上させることができました。

また、糸を付けて空に浮かべ完全回収を行うことから、環境に配慮した事業の実現

となりました。

●清掃活動

開催前と開催後に中島公園周辺の清掃活動を行いました。
札幌商工会議所青年部のメンバーの他、よさこいメンバーからもボランティアの参加があり、
多くの参加者と共に「イベント前より綺麗に」を合言葉に実施しました。



【チラシ(両面)】

広報

チラシ・ポスターを制作し、関係企業や近隣住民に配布を行ったほか、メディアへの働きかけによる
パブリシティ、 ＷｅｂやＳＮＳを活用し、広く広報を行いました。

【ポスター】

【Ｗｅｂ・ＳＮＳ】

ＬＰ Ｉｎｓｔａｇｒａｍ Ｆａｃｅｂｏｏｋ ＬＩＮＥ

チラシ･ポスター配布先リスト

中島公園周辺の小学校、
飲食店等を中心に
ポスター：２００枚
チラシ：８,０００枚
の配布を行いました。



広報

【マスメディア・その他】

● ㈱リクルート北海道じゃらん（イベント） ● ㈱リクルート北海道じゃらん（編集部ブログ）

●ＮｏＭａｐｓランディングページ

●北海道新聞社(さっぽろ１０区)

●札幌経済新聞 ●読売新聞

●その他

主要メディアほかその他多くのメディアに注目していた
だき、多岐にわたり広報のご協力を頂きました。

＜ラジオ出演＞
・ＳＴＶラジオ  ９/８放送まるごと！
エンタメ～ション １５時台

・ノースウェブ ９/１０放送
Ｓａｂａａｉ Ｓａｂａａｉ
Ｔｈａｉｌａｎｄ内



事業の特長
開催効果について(YouTube LIVE配信)

● リアルタイム分析

● 配信後アナリティクス ２０２３年９月１８日時点

●同時視聴者数

● 視聴者がこのライブ配信を見つけた方法

● 視聴回数あたりの年齢と性別



事業の特長
開催効果について(アンケート調査)

70％以上が女性と回答があり、
年齢についても幅広い年齢層の方に
参加して頂いました。



事業の特長
開催効果について(アンケート調査)



事業の特長
開催効果について(アンケート調査)

Q8



事業の特長
開催効果について(アンケート調査)

・とても素敵な催しだったと思います。誰かを想い、立ち止まって世の中の平和を
願う、そんな心温まる時間でした。来年も是非開催して頂ければ嬉しいです。関係
者･スタッフの皆様、ご準備にご苦労がありましたと思いますが、お疲れ様でした。
ありがとうございました。

・１８：００過ぎてもランタンの引き換えに対応してもらえたことはとても感謝して
います。とてもきれいで楽しかったです。ありがとうございます。

・選曲がとっっても最高で幻想的で素敵な時間を過ごせました。ありがとうございま
した！

・昨年は無料で今年は有料のイベントになってしまったことはとても残念ですが、
ランタン打上げの時はとても幻想的で来年も行きたいと思うイベントでした。

・とてもいい取り組みだと思います。札幌でこのような体験ができるイベントも
無い為、来年も引き続き続けてほしいです。

・素敵な催しありがとうございます。暗い話題ばかりの中ですっごく明るくなれま
した。未来は明るい！と思える時間でした。

・イベント開催に向け様々なご苦労があったと思います。お疲れ様でした。

来年も絶対に開催するべき！！札幌の観光コンテンツの一つとなるよう期待して
ます。

・お天気にも恵まれ、夜空に浮かんだたくさんのランタンがとてもきれいでした。
子供達もランタンが夜空に浮かんだ瞬間「キレイ」と言い、目を輝かしていました。
イベントを開催頂いた皆様ありがとうございました。

【アンケート内容を一部抜粋】



その他協賛/ご協力企業・団体

●協賛(順不同)
コマツカスターマーサポート北海道株式会社
北海道物流開発株式会社
株式会社ＯＮＯＤＥＲＡ ＧＲＯＵＰ
三井不動産ﾚｼﾞﾃﾞﾝｼｬﾙｻｰﾋﾟｽ北海道株式会社
アイビック食品株式会社
寿産業株式会社
旭イノベックス株式会社
株式会社ＭＯＥホールディングス
株式会社日動
丸美珈琲有限会社
ミサワホーム北海道株式会社
大進ホーム株式会社
一二三北路株式会社
岩田地崎建設株式会社
札幌トヨタ自動車株式会社
株式会社小鍛冶組
株式会社ヤブシタ
株式会社秋吉
道路工業株式会社
北海道ポラコン株式会社
株式会社北洋銀行
株式会社北海道銀行
日立建機日本株式会社
株式会社キタデン
株式会社北海道ロビアン商事
中道リース株式会社
アフラック生命保険株式会社札幌総合支社
札幌三信倉庫株式会社
一般社団法人本気のﾘｰﾀﾞｰの朝会
有限会社西川工務店
北海道エネルギー株式会社
平岸ハイヤー株式会社
泉工業株式会社
北土建設株式会社
株式会社北斗警備
株式会社Ｐａｒａｉｓｏ

遠藤興産株式会社
株式会社オネスト
ユニフォーム北海道株式会社
社会医療法人 恵佑会札幌病院
株式会社梅内工業
株式会社ＳｈｉｇＭａ Ｎｅｔ
株式会社エムジー・コーポレーション
株式会社レバンガ北海道
株式会社三菱ＵＦＪ銀行
株式会社Kライフサポート
池田暖房工業株式会社
株式会社りんゆう観光
株式会社サクラ総合管理
札幌土建工業株式会社
ファイナンシャルアライアンス株式会社 札幌支店
下川原法律事務所
成田･武野法律事務所
株式会社ガーランド
株式会社アイスタイル 札幌支店
帰山工業株式会社
3人麻雀ＳＳＳ
株式会社シモクニ
株式会社オネスティ１
札幌ひかり法律事務所
株式会社みずほ銀行
富士ﾌｨﾙﾑｸﾞﾗﾌｯｸｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ株式会社
株式会社エムワイビー
株式会社オバリ
株式会社博善社
株式会社サン設計事務所
株式会社北日本自動車共販
一般社団法人ｆａｎｆａｒｅ
株式会社パルコ
株式会社アスクゲート
株式会社大丸
山鋼札幌株式会社

●協力
Ｎｏｍａｐｓ実行委員会
札幌パークホテル
プレミアホテル中島公園札幌
(学) 北海道科学大学
(株)レンタコム北海道
（公社）札幌市子ども会育成連合会
札幌商工会議所付属専門学校
北昴（ステージイベント参加よさこいチーム）
新琴似天舞龍神
（ステージイベント参加よさこいチーム）

●後援
札幌市 経済観光局観光・ＭＩＣＥ推進部
札幌市教育委員会 生涯学習部生涯学習推進課
一般財団法人 札幌市スポーツ協会

●共催
公益財団法人札幌市公園緑化協会



光を軸としたこれまでの取り組み

札幌ＹＥＧは光をテーマに様々な事業を開催してきました。
毎年異なる手法で事業を実施し、日本はもとより世界に愛される「光輝く元気な札幌」を目指すべく、
札幌で暮らす人々や観光の皆様方への明るさや賑わいを創出し、まちの更なる夜間観光事業と発展に繋
げることを目標に取り組みました。

創成川キャンドルストリーム２０１９
【背景】
日本の新三大夜景第２位に認定された

札幌市において、新たな文化の創造から
始まった夜間観光イベント「創成川キャン
ドルストリーム」を更なる賑わいと多くの
集客による経済の発展に寄与していくために、
事業計画の策定に至りました。

さっぽろランタンナイト

さっぽろランタンフェス２０２３

2019 2020 2021 2022 2023

新型コロナウイルス
により中止

新型コロナウイルス
により中止

【背景】
この長引くコロナ禍で多くの『光』が失われてきました。

我々はその失われた『光』を取り戻すべく札幌市制１００周
年のタイミングで、札幌で暮らす人々の明るさや賑わいを創
出し、まちの更なる発展に繋げるべく、事業計画の策定に
至りました。

【背景】
昨年度コロナで失われた「光」を取り戻すべく

“上を向いて歩こう”をテーマに、札幌市民の明るさ
や賑わいを創出し、更なるまちの発展に繋げるきっかけ
を作ることができた。今年度は市民や協業パートナーと
共にその「光」をより明るく大きなものとし、世界から
愛される「光輝く元気な札幌」の実現を目指すべく、
事業計画の策定に至りました。



最後に･･･

「創成川キャンドルストリーム」から始まった、我々札幌ＹＥＧの野外事業活動はコロナ禍に
より一時分断されました。
２０２２年から我々の活動は「街に光を取り戻す」活動に変化し様々なチャレンジを盛り込み

ながら「さっぽろランタンフェス２０２３」を開催しました。
全ての札幌ＹＥＧメンバーがお互いを理解し、自発的に議論し、考え、行動したこと。

これは「創成川キャンドルストリーム２０１９」から培っている札幌ＹＥＧの文化であり、新型
コロナウイルス禍の中でも失われず継続してきた文化です。
この文化によって今回のさっぽろランタンフェス２０２３の成功がありました。

これからも札幌の未来と共に･･･

私たちは挑戦し続けます！
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